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木造薬師如来坐像 もくぞうやくしにょらいざぞう
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県指定
所在地：貝田

銅造蔵王権現立像 どうぞうざおうごんげんりゅうぞう

県指定
所在地：池上

目は長めかつ伏し目で
はれぼったく、眉は大き
な弧を描く。引き締まっ
た口元、下膨れの顔等平
安時代後期の特徴を持つ
が、肉付き豊かでボリュ
ームのある胸、また膝部
分の衣文に見られる形式
化は鎌倉時代の特徴であ
る。
膝前と裳先（裾先）は
室町期の後補、手首の接
ぎ足しと漆箔（金箔）は
江戸時代末期の後補であ
る。
蔵六寺所在。
像高77㎝。

左手を腰に置き、右手右
足を上げ、鋭く悪魔を睨み
付ける相好は威厳に満ちて
いる。役行者が吉野におい
て、救世利民の祈願を込め
た悪魔屈服の姿が蔵王権現
であるとされ、この像が丹
波地方の修験道場の行場三
岳にあったという伝承がう
なずける。
文明14年（1482）の三岳
兵乱の際、龍蔵寺に難を逃
れ、後に故あって現在地に
移されたとされ、雨乞い、
蝮
まむし

除けに霊験ありと崇敬を
集めている。
御刀代神社所在。
赤銅像、像高49㎝。


